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第1日 4月26日（水）
受 付 1 ． 開始 一ー 自午前 7.30 於名古屋商工會議所令場入 n （手荷物を預ります）

2. 交附-参加證と引換へに會且京（バッチ），印刷物，食事券，乗車證等を交付。

通常綿會 午前 8.30-9.00

1.會長挨拶 片山正夫氏
2. 議 事 昭和 13 年度會務及事業報告承認の件

昭和 13 年度會計決箕報告承認の件
昭和 14 年度改選役負報告の件

3. 新合長挨拶 鈴木忠治氏
學術講 演會 午前 9.00-—午後 3.00 （別項講浪次第参照）
特別講演會 午後 3.20―5.30

1.東亜表源と電氣化學工業．……………•,．…•,．．温京間如大：呼加藤典五郎氏

2電氣化學工業疲展の動程を顧みて（個人研究より綜合研究へ）は評翌ほ昇澁澤 元 治氏

0會長講演放送午後6.25名古屋中央放送局より「本邦の雷氣化學」と廂し片山令長の講演放送あり。

歌迎懇親會 自午後6.00 於名古屋商工會議所
愛知時計電機株式會祉 大同製鋼株式會祉 三菱電機株式會就 日本硲子株式會祉
昭和普逹株式會祉 東邦術ヴJ株式會祉 東海霊極製造株式會祉 矢作工業株式會祉｝主催

第2日 4月27日（木）
集

合

午酋 9.30 迄に熱田紳宮利礫殿前に集合（市電紳宮東門下車）

熱田神宮参拝 午前 10.00--10.30

0戦捷祈願，紳槃奉典
市電

市電紳宮東門（午前 10.30 愛） 一―ー→南陽館前一ー→矢作工業會就（午前 11.00 沼）

矢作工業株式會祀見學 午前 11.00-12.00

見挫後同所内にて査食
市雹 バス

矢作工業會祗（午後 12.30 登）一ー→南陽館前一ー→高蔵ーー→ 11 本碍子會楡I:（午後1.30 形）
日本碍子株式會社見學 午後1.30-2.30

0見愚後解散，自由行動にて名古屋城参観

第3日 4月28日（金）
集

合

午前 8.10 迄に省線千種葬前に集合
令線 パス

千種騨（午前 8.41 翌）一ー→大井葬（午前 10.13 荊）一ー→大井褻霊所（午前 10.45 滸）

日本猿送電株式會社（元大同雹力）大井猿電所見學 午前 11.00-12.00

0見租後同所にて笠食休憩

恵那峡探勝 自1.00

大井登電所ダム上流を舟航バス 省線
大井登電所（午後 3.30 褻）ー一→大井騨（午後 4.38 浚）一ー→千種葬（午後 6.10 刑）（解散J
尚蒟路は大井褻午後1.50 によるも差支なし

＝會期中自由見挫場所並に見租時間＝＝
①三菱電機會社「電氣の家」（市勾大曾根八幡前下車，山田行パスにて三菱電機前下車）

26 日， 27 日雨日午前 8. 00--11.00

②安朧七賣店（市露，パス共松坂屋前下車） 3 日間午前 9.00-12.00, 午後］．00-—-5.30

③電氣試験所名古屋出張SJj (「雷氣の家」のすぐ前） 27 日 午後 2.00-4.00



第七回大會學術講演要旨

4月26日（水） ｛霜雷二づ雷｝

(1) 

(2) 

t3) 

(4) 

(5) 

(6) 

空氣電池用炭素極の研究（第 2報）附活剤と木炭粉末の諸性質
逓信省霊氣試験所第6部 牧野 三郎氏 吉田 重蔵氏(20分）

各種附活剖をIIJひて附活した木炭粉末に就て次の諸性虹を測定した。
(1) 比,R (2) 酸呆のJI女滸 （3) 電位 （4)‘心氣抵抗 （5) 霊池の陽極活物虹としての容址

鉛蓄雹池極板の餘剰容呈に就て 帝國壺明協合研究所豊田研究室 知 久 健 夫氏(10分）
鉛溶霞池陽極板及び陰極板を完全に放‘fじした後其の澁放四し雷位一定となるを待つて更に放電の方向に電洗を通

ずると，陰極板は直ちに電位低下するが陽極板ほ相常時間放電を成し得る。而して陽極板は允電を行はずにこのこ
とを敷同以上繰返し得る，又放電中止後の埠位．回復特性ほ陰極板及び腸極板に於て夫れ夫れ獨特である。それらの
店訟結果に就て述べる。

鉛蓄電池陰極活物質のX線廻祈 帝國痰明協合研究所既田研究室 知 久 健 夫氏(10分）
敷種の放逍過程にある錯蓉電池陰極活物虹によるX線廻祈窃四を撮り放紺進行状態を瞼べ次の諸事宜を認め

た0 (1)放園進行に伴ひ漸次硫酸鉛祉の珀大するを明かに認め得る，（2)廻祈輪の半樫が硫酸錯及び錯によるもの
の双方共放電に伴ひ少し宛移動しその向きは，格f常敷が一且減少し又妍大する方向である，（3) 前二項の現釈が
一つの極板活物質の採取位四の巽るものにつき認められ，放雷はむしろ深部より出焚し漸次表面に進展することを
知つた。

氣泡の界面電歴に就て 遥信省電氣試験所第6部 駒形 作次氏 西川 政忠氏(20分）
硝子龍過板を通じて樫敷粍程度の谷氣泡を生ぜしめ泳動電位の宜瞼を行つたo然し宜験の結果この場合求めらる

る紺黙｛直は所謂泳IlJ/J電位とは梢々窪味を異にする事を知つた。又氣泡界面にザソテ ー ト，脂肪酸態等を存在せしめ
たる時の荷雷の状況を椀した。

電氣界面攪箇Lの研究 （第 17 報）繊維質粒子分散系の高温域に於ける電磁波吸牧分散に就て（第3 報）
京都帝國大線化限研究所 上ITI牒男氏 志方 盆三氏 (15分）

本報仰こ於ては人絹粉並に羊毛粉流勅パラフィソ系に就き，30-110℃の範閥に於ける，6,000 サイクル以下の
低域霊磁波吸収分散を測定し，軍氣物浬的に吸沼水分の一端を覗ひ，雨者の比較より人絹類の防水に到L,私見
を加へんとするものなり。

緻密過酸化鉛電極の其後の進歩

自9.oo
-

-

東京工業大瑶霊氣化殿科 加藤輿五郎氏 杉野喜 一郎氏
小泉 勝永氏 北原新六郎氏

に著者の内2人（加藤，小泉）は園解に依り金局朕の緻密過酸化鉛雷極を製し得る事を褻見し，之の製法並に
之を過照索酸照製造の陽極として川ひた結果に就き報告したo爾来之に就き半工業的試験を行ひ，種々の改良を加
へたる結果，今日に於ては完全に本極を使用して食照より工業的に過甕素酸曹逹を製し得るに至ったo其の間の進
歩に就き報{!iする。

休 憩

(15分）

(7) 沃度化合物のFaraday故果に就て
東京工業大峡需氣化界科 武井 武氏 星野 惜氏 小坂田イ卓氏(15分）

人造偏光板の出現により，最近Faraday放果を應用せる種々の装閻が考案されるに到つた。これがために，磁
光液としてFaraday放果の煤常に強い氏HgL溶液をIIJふる市の適‘澁なる事を昨秋の購演會で報告したo併し
この溶液は光私的性咬に於て不明な個臨が多い。本講演に於いてはこの溶液の磁氣光格的性質其の他に就いて研究
せる結果を報{lj•する。

(8)重水電解濃縮（第5報） 理化學研究所 野 口 孝 重氏(10分）
昭和 9 年以来協絞して店る表題の研究につき，蚊近 1 年間の成債を第 5 報として絃に登表するo昭和 11 年に第

2報として，煎水索の瑶解分離李は雷解槽内の氣黙を70氣黙迄上げても斐化しないことを宜験報告して腔いた。
それは1氣ll,\Jµ:J,ヒの高氣黙の場合のことで， 1 氣黙以下の低氣黙では如何になるか，氣相と液相間の重水素交換平
衡の性質から箇i副こ想像すると分離率が低氣厭では悪くなる筈である。官除して見ると，苛性曹逹水溶液をNi極
で紺解すると， 1 氣黙での分離牢約 4 であるのが 1/3 氣咽では約 3 に低下することを知つた。

(9) 騰化物浴に依るアルミニウムの電解精製 東京帝國大堺工根部應｝IJ化學科 組 山 直 人氏(25分）
NaCl, KC!及びA!Cl3より成る電解浴を｝liゐ粗アルミニウムを陽極とし陰極に純悴アルミニウムを得んとする

研究に於て，霊解浴成分，‘心解條件及び桧極精製アルミニウムの品位などを述べ，此の方法の得失を論んぜとの豫
定o佐藤逍利，笠原辰男，阿部滋忠諸氏との共同研究である。

(10） ベリリウム電解精製法 東京工業大堺露氣化躾科 加藤輿五郎氏 矢島亮 一郎氏(10分）
本法ほ斑化物熔浴の園解に依り， ベ リリウム銅合金を製造するもので，

1. 陽極1こ褻生する熙系を用ひ次式の反應にてBeCl2をり1造し
BeO+C+2 Cl=aBeCI叶CO

2. 陰極に銅を｝廿ひ祈出する金屁ベリリウムを銅との合金とする。
此の方法に依れば，製造困難なるBeCl2を用ふる必愛無く，酸化ベリリウムより直ちに酸化物及び炭素を含ま

ざるベリリウム銅合金を製造する事が出来る。

自10.40



(11) 硫酸法に依る純アルミナ製造に開する研究（第 6 報）純アルミナの物理化學的性質に就て（ 1)
日東化學工業株式會社 舟木好右衛門氏 山谷 正二氏 (10分）

本研究は東京工大加膝教授の御指将の下に行った硫酸法に依る純アルミナ限造に闘する研究の一部である。同的
にアルミニウム堕例へば明練硫酸募土等にアンモニア水を作用すると特殊糾織を打する粒朕の水酸化アルミニ
ウムを得るo此のものは其の物理的及び化租的性質が既に知られた各種の含水アルミナに比して奨つてゐるo此の
含水アルミナに就て測定した物理的化根的性質の二三を示し，併せて，アルカリ法に依る純アルミナの測定結果を
も比較報告する。

(12) 硫酸饗土の精製に開する研究 （第 3 報）所謂晶泥（Magma)の生成原因に就て

日東化躾工業株式會社 舟木好右衛門氏 山中 藤彦氏 (10分）
硫酸緋士の飽和溶液を冷却する時所謂硫酸辣土の晶泥を生成し，外観がコロイト涜たとなる。従来硫酸徘土の精製

の困難なりし理由の重要な因子は硫酸毅土の晶泥生成に起肉する事を認めたo 依つて硫酸辣土晶泥生成の原囚を明
らかにし合せて其の防止法を述ぷ3

霊 食 休 憩
至12.0 0 

fl 0.30 

(13) 北支産高蓉土質土石よリ純饗土溶出法の二，三に就て
東京帝國大昂こr

．

．限部應用化躾科 永井彩一郎氏 (25分）
北支河北省，山西省，山東省方面に多址に西出する高徘土含有土石中の望ti:分約60~65%以ヒ含有のものはデ

ィアスボル (D iaspore, AI03 • H20) が主変構成破物であるため在来の方法でほ其の溶出が困難であったので此の
ディアスポル質高稼土含有原料の性朕を詳細に椀討して之に適應する特殊の方法を用ゐて辣七を溶出することを得
たから是等の方法の概要を述べて今日國産又は回プロック内毀源に依るアルミニウム製造用純徘七製出1こ闘する研
究究料を提供するつもりである。

(14) 北支粘土よリ半乾半漂式による純アルミナの 一製造法

東京帝國大撃エ吼部應用化弗科
早稲田大界理工熙部應用化界科
同 應用金謁坐科

(15) ナフタル酸イミド及び其の誘導謄の電解的還元

永井彩一郎氏
秋 山 桂 ー氏 (20分）
鹿 島 次 郎氏

余等は北支那に産する高葱土質粘土及び石灰， コークス等を原料として勾氣櫨1こ依り高徘土質のカル ・ンウムアル
ミネ ー ト鍍滓を造り之をアルカリ厖理することに依り純アルミナを製造する一方法に闘し研究を進め其の工業化を

はかったo 其の研究並びに宜施結果を述べる。

大阪府女子専門峡校 櫻 井 武 平氏 (15分）
このものを溢元してその二つの 7>C0 の一 つ或ほ二つを＞ CH2 に愛ぜしむることは純化限的には殆ど不可能

事に局する。然れども著者が今迄に多くの他のdifasic acid imide及びその誘忍悦に就て試みて成功を牧むるこ
とを得たる鉛或はZ inc amalgam を紺極にflJふる軍解法によりて溢元を行へば相岱の牧率を以てそのfl的を逹す
ることを得。

(16) 結晶シアナミドの簡易製造法

東京工業大限電氣化學科 杉野喜 一郎氏 室谷 冗氏 金山 政喜氏 (15分）
シアナミド (H2CN2) は無限に得らるL工業原料の 1 であり，確者の研究室では其の應用に就き研究を進めて居

る。其の間シアナミドの無水の結晶を得たい場合が艇々あるが，石灰窄素より結晶シアナミドを製する方法に就て
は未だ確たる研究がなく不便であつた。部者等は宜緻室的に又半工業的に之を節品に牧得する方法に就き研究を行
つたに就き報告する。

休 憩

(17) 炭素製品の特性とその燒成工程中の熱堅化に就て

株式令社芝浦製作所 山中 桂氏 吉井 一夫氏 (15分）
炭素製品の持性は，その原料及び製造條件に依て極めて複雑な結果を示すものである。
本報告は，燒成工程中の特性の愛化の状態と燒成條件及び成形咽の影孵，綽割れの原肉及び結粕翻の作用，原料

の紐成と製品の特性との躁聯性等に就て若干の宜瞼結果を報告する。

(18) チタニウム化合物に開する研究（第 13 報）非金陽登熱種の電氣特性に就て

東京工業大琺建築材料研究所 近藤 消治氏 鈴木 信一氏(15分）
本研究者等ほチクニウム化合物を以て非金厖褻熱粒の試製を行ひ各種の試料に就て其等の電氣特性を椀ぺた

から工業的に製造可能なる新褻熱粒に言及しやうと思ふ。
(19) 麟高周波絶縁塗料に就て 東京工業大殿建築材料研究所 和 井 猛氏 (15分）

漆塗膜の高周波損失を改善する目的で，合成咀脂類との共重合臣を試作した。これ等の研究結果に就き述べる。

自 1.5 5

至 2 .4 0


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

